イヴァン・ヴィシュネグラツキーの弦楽四重奏曲に用いられた 四分音技法  ― 四分音による旋法性の形成 ― by 杉山 怜
 氏     名  杉山 怜 
学 位 の 種 類  博士（音楽） 
学 位 記 番 号  博音第１２号 
学位授与年月日  平成３０年３月２３日 








  ― 四分音による旋法性の形成 ― 
学位論文等 
審 査 委 員 
（演奏審査） 主 査 教 授  福 本 泰 之 
       副 査 教 授  百 武 由 紀 
       副 査 教 授  花 崎  薫 
       副 査 教 授  久 留 智 之 
（論文審査  主 査 教 授  福 本 泰 之 
 及び最終  副 査 教 授  井 上 さ つ き 
 試験）   副 査 教 授  久 留 智 之 
       審査員
外  部
 教 授  沼 野 雄 司（桐朋学園大学教授） 







ネグラツキーが執筆した理論的な著作『四分音による和声の手引き Manuel d'harmonie à quarts 
de ton』（1932）の再版や、音階を細かく分割して理想的な連続に至る「総音響 pansonorité」の
概念に基づいたヴィシュネグラツキーの著作『総音響の法則 La loi de la pansonorité』（1953）
の出版が行われ、ヴィシュネグラツキーの音楽観や音楽理論を明らかにする研究が進められた。
一方、ヴィシュネグラツキーの作品に焦点をあてた研究は少なく、弦楽四重奏のための作品に関
するものは、バルバラ・バルテルムス Barbara Barthelmes による弦楽四重奏曲第１番 Premier 
quatuor à cordes 作品 13（1923-1924、改訂 1953）についての分析的な研究が唯一存在してい
る。本論では、弦楽四重奏曲第１番の四分音技法のさらなる検討とともに、弦楽四重奏曲第２番
Deuxième quatuor à cordes 作品 18（1930-1931）や、四分音音階による弦楽四重奏のための《コ
ンポジション Composition》作品 43（1960、改訂 1966-1970）といったヴィシュネグラツキーの
四分音を用いた弦楽四重奏のための作品に焦点をあて、さらに四分音ピアノのために構想され、






















 《前奏曲とフーガ》作品 15 では、ヴィシュネグラツキーのロシア時代の歌曲《赤い福音書









































































最 終 試 験 結 果 の 要 旨 
演奏審査では、全て微分音を含んだ作品を並べた意欲的なプログラムで、論文の研究対象
でもあったヴィシュネグラツキーの弦楽四重奏曲の演奏も聴き応えのあるものであり、表
現者としての資質を有していると認められた。 
 論文は、実技系の論文としては稀に見る精度と内容であり、新しい枠組みを設定する意
欲を感じられるものでもあった。特に第 2 章は秀逸で、学会に大きな寄与が期待されるも
のである。 
 今後さらに研究を深め、演奏家、研究者として社会に大きく貢献できる人材であること
を確認し、審査委員全員一致で「秀」の成績を認め、合格と判定した。 
 
